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ライブラリーサイエンス専攻の概要

 学 府 名： 大学院統合新領域学府
Graduate School of Integrated Frontier Sciences

 専 攻 名： ライブラリーサイエンス専攻
Department of Library Science

 学 位 名： 修士（ライブラリーサイエンス）
Master of Library Science

博士（ライブラリーサイエンス）
Doctor of Library Science

 入学定員： 修士課程 10名

博士後期課程 3名
 開設時期：

修士課程 平成23（2011）年4月
博士後期課程 平成25（2013）年4月

 施設整備： 箱崎キャンパス→伊都キャンパス

学府のコンセプト
出口（ユーザーの視点）から
科学を再構築する。

平成21（2009）年度設置
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現代社会における情報の管理・提供に関する課題

• デジタル情報の増加・流通

• ユーザーの要求の変化・多様化・高度化

↓

「図書、文献、文書、記録などの資料（情報）の高度な組
織化に基づく、新たな情報提供法の実現とサービスの提
供の必要性」

↓

「個々の情報の提供を性格を見極め、適切に対応するた
めには、主題領域について一定の専門的知識を持ち、
情報の管理・提供に関する専門的な知識を有する「情報
専門職」の介在が不可欠」

専攻設置の背景（当時）

渡邊由紀子, 冨浦洋一, 吉田素文, 岡崎敦.  九州大学大学院「ライブラリーサイエンス専攻」の構想と意義.  
情報管理.  2011, 54(2),  p. 53-62. https://doi.org/10.1241/johokanri.54.53
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「大学図書館の整備について（審議のまとめ）

-変革する大学にあたって求められる大学図書館像-」(2010年12月) *

• 大学図書館職員の業務内容の変化

• 大学図書館職員に求められる資質・能力等

• 大学図書館職員としての専門性

• 学習支援における専門性

• 教育への関与における専門性

• 研究支援における専門性

大学図書館職員の育成確保の在り方 **

• 図書館情報学以外の学問を修めた上で大学院に進学し、主題
知識を活かして図書館情報学を学ぶことが望ましい。

• 現場における育成は個々で行うのは難しい。大学間における人
材交流など、連携が重要である。

専攻設置の背景（当時）

*大学図書館の整備について（審議のまとめ） https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1301602.htm
**有川節夫, 渡邊由紀子.  大学図書館職員の育成・確保に向けた新たな取り組み (特集 大学図書館2011).  図書館雑誌.  
2011, 105(11), p. 738-740.
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ビッグデータの出現・ICT環境の発展
 ビッグデータの解析には情報技術的な観点だけでなく，プライバシー保護

や法令，データ管理・継承といった多様な観点が必要

オープンサイエンス運動の高まり
 データのオープン化とそれらを用いた新たな科学技術の創出（オープンサ

イエンス）は日本だけでなく世界における課題

 データベース等の基盤整備だけでなく，データの流通手法の整備や，異
なるデータを結びつけ，新たな価値を作り出せる人材が必要

ユーザー視点に立つ情報提示
 従来扱ってきた分類・構造化されたデータだけでなく，構造化されていな

い大量のデータとユーザーを結びつけるための仕組みが必要

データ管理専門職の必要性
 多様かつ大量のデータを活用するためには，データを解析する人材だけ

でなく，データ個々の情報の性格を見極め，適切に整理・維持・提供でき
る人材が必要

背景：増加するデータに対する多面的アプローチの必要性 4



• 理念：

ユーザーにとって真に意義ある情報の管理・提供の実現

• 教育研究上の目的：

• ユーザーのニーズと知の創造・継承プロセスを把握するための
理論や技能に関する教育

• 図書館情報学と記録管理学を統合した一体教育

• 情報の管理・提供を実現するための、データ工学を含む情報通
信技術の教育

• 電子媒体の情報も対象とした、情報法制の現状ならびにその
哲学に関する教育と流通制度に関する教育

• これからの情報の管理・提供のあり方、知の創造・継承活動を
支える「場」の新たな機能などについて探求する能力を身に着
けさせる教育

本専攻の理念 5



• 養成する人材像

• 記録管理の専門家

• 特定領域の情報専門職

• 情報を管理・提供する機関や部門の管理責任者

• 情報ユーザーの視点に立つデータ工学の専門家

• 「ライブラリーサイエンス」の研究者

養成する人材像 6



【特色】
• 学府・研究院制度を活用した多様な分野からの参画
• 現職の大学図書館職員が専任教員として参画
• 記録管理の業務に携わる民間企業からの非常勤講師

教員組織とその特色

大学文書館

附属図書館
付設記録資料館

附属図書館
研究開発室

システム情報
科学研究院

人文科学
研究院

情報基盤研究
開発センター

附属図書館
研究開発室

アーカイブズ学図書館情報学

情報科学

関連分野

法学
研究院

附属図書館

人文科学
研究院

大学文書館

学内外の
非常勤講師
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ライブラリーサイエンス概論

基礎科目

電子資料開発論

LSS特別講義Ⅰ・Ⅱ

図書館マネジメント論

学術情報流通論

レファレンスサービス論

ライブラリー資料論

ライブラリー特殊資料論

文書記録マネジメント論

文書記録管理政策論

文書記録資料論

文書記録特殊資料論

情報評価分析論

数理統計

データマイニング情報セキュリティ論

データベース演習構造化文書運用演習 情報サービスと著作権

現代情報法制論

【修士課程】 修了要件 36 単位以上
専門科目（選択）

特別研究

特別研究Ⅰ・Ⅱ

ライブラリーサイエンスＰＴＬⅠ・Ⅱ
インターンシップ

その他の専門科目

アーカイブズ学図書館情報学

情報科学

ＰＴＬ・インターンシップ科目

学府共通科目

統合新領域最先端セミナー

【博士課程】 修了要件 14単位以上
ライブラリーサイエンス特別研究
ライブラリーサイエンス特別演習
ライブラリーサイエンス講究

※ 本学府他専攻，および
他学府の科目も可

（合計４単位まで）

情報システム論

情報マネジメント論

文書記録サービス論

図書館行政論

学習科学

公文書評価選別論

情報資源保存論

英語科学論文の書き方と
国際会議でのプレゼンテー
ション技術

質的データ分析

※ 基盤的知識・能力が不足する場合、修士課程で
開設されている授業科目を履修するよう指導

文書記録活動論

8カリキュラム



国際的組織のiSchoolsに参加（2018年～）
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https://ischools.org/news/7776960

世界水準に見合う教育・研究



 シンポジウム「オープンデータとデジタルヒューマニティーズ」（2017.1）

 IIIFワークショップ in 九州（2017.10）

 シンポジウム「情報管理専門職をめぐる民間企業と大学・学界」（2017.11）

 Computational Archival Science (CAS) 講演会（2018.1）

 ワークショップ「公文書管理法時代における自治体のとるべき施策」（2018.10）

 国際シンポジウム 「高等教育の国際化と大学図書館」（2018.12）

 シンポジウム 「オープンデータと大学」（2019.1）

 セミナー「自治体がつくる公文書館理時代」（2019.10）

 シンポジウム・ワークショップ「大学における研究データサービス」（2019.12）

 シンポジウム「情報ガバナンスと文理融合教育の課題」 （2020.1）

 セミナー「はじめての研究データ管理とそのサポート」（2021.2）

 シンポジウム「遠隔医療とデータ・ガバナンスの共創」（2021.3）

 シンポジウム「情報管理組織のミッションと専門職養成」（2021.11）

 シンポジウム「図書館と社会融合：社会に開かれた情報資源」（2021.12）

 九大・イリノイ大学コロキアム「デジタルフォーメーション（DX）時代のデータキュレ
ーションと情報管理」（202１.12）

 国際会議iConferenceの共同ホスト（2022.3）

10LSS主催・共催シンポジウム等（2017年以降開催分）



• 附属図書館職員の入学者

• 修士課程：2名

• 博士課程：2名

• 人事交流を利用した入学者

• 修士課程：2名

• ライブラリーサイエンス専攻から附属図書館へ就職

• 修士課程：2名

11図書館職員に対する教育（九大図書館の事例）



最近の動き（研究データ関係）

• オープンデータの推進

• 研究プロセスの変化

• データ駆動型研究の登場

• 研究データ管理計画

• 研究データ管理・保存

• 研究データ管理支援

• 研究者、データ管理支援人材、大学の各部局それぞれの
役割分担の明確化

• 日本の大学における研究データ管理支援のモデルの確
立必要性

• 上記に基づいた教育プログラムの構築

• デジタルトランスフォーメーションの推進
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データ駆動イノベーション推進本部
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運営・企画部⾨

デジタル社会創造
研究部⾨

－DX⽀援･実⾏担当－ －DX推進･変⾰担当－DX⽀援･実⾏パートナー
・附属図書館
・情報統括本部
・汎オミクス計測･計算科学
センター
・数理･データサイエンス教育
研究センター
・メディカルインフォメーション
センター
・関係部局 他

DX推進･変⾰パートナー
・学外組織（九州DX推進コ
ンソーシアム、地⽅⾃治体、
企業、教育機関等）
・未来社会デザイン統括本部
・関係部局等
・教育改⾰推進本部
・オープンイノベーションプラッ
トフォーム
・IR室 他

【ミッション2】
「新たなデジタル社会の
あるべき姿」の提案

【ミッション1】

データ駆動型の教育･
研究･医療の展開

連携連携

連携・サイバーセキュリティセンター
・情報統括本部

研究データ管理⽀援部⾨

・ラーニングアナリティクス部⾨
・次世代型オープンエデュケー
ション推進部⾨
・
・データ分析⽀援部⾨
・健康医療DX推進部⾨

データ駆動イノベーション推進本部の部門構成



研究データの保存・共有・公開のためのインフラを整備するとともに、データポリシー策定、研究データ管理に
係る⼈的⽀援（データ管理計画（DMP）作成⽀援、研究データ管理に関する助⾔、研究データ公開の⽀援、学⽣
へのリテラシー教育など）を⾏う。整備するインフラを前提とした研究データ管理の⽀援の実践を通して、⽇本
の事情に適した研究データ管理⽀援法の開発と、ライブラリーサイエンス専攻と附属図書館と連携した、研究
データ管理⽀援⼈材の実践的な育成が、⼤きな特徴である。

Hot
Storage

Cold
Storage

収集
⽣成

加⼯

保存
継承

論⽂執筆

論⽂投稿
・出版

10年
保存

再利⽤

公開

助成申請
研究計画

分析
研究

共有

DMP作成

根拠データの
公開

研究データ公開⽀援
-データキュレーション
-リポジトリからの公開

研究データ管理基盤ユニット

オープンサイエンス推進ユニット

情報統括本部
情報基盤研究
開発センター

附属図書館

学術研究・産
学官連携本部

ライブラリー
サイエンス専攻

NII 次期 JAIRO
(データ公開基盤)

九⼤ QIR

NII GakuNin RDM
(データ管理基盤)

IR室

• 各種⼈的⽀援
• ⼈材育成

研究データ管理の
リテラシー教育

研究データ管理に
関する助⾔

DX⽀援・実⾏ 研究データ管理⽀援部⾨

特に，最新の研究データ管理とその⽀援に関する調査，
および，サブジェクトライブラリアンやデータライブ
ラリアンという職種のない⽇本に適した研究データ管
理やその⽀援の開発と⼈材育成を⾏う．

DMP作成⽀援

• 研究データ管理基盤（hot/cold storage, 管理ソフト)の整備・運⽤
• ⼤規模化に対応するためのシステム開発
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• 今後も社会のニーズや情報流通の変化に応じた

「情報専門職」の育成が必要

現時点では、たとえば、

• 研究データ管理を支援する人材の育成

• 研究プロセス（変化）の理解

• 対象となる研究データの範囲の理解

• 研究データ保存・公開における基本的な理念の理解

• 研究データの保存・管理の理論の理解

• 研究データ管理支援者としてのマインド

• 研究データ管理支援実践の場での実習

今後の「情報専門職」の人材育成（私見） 15


